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情報デザインを意識した
ポスター作成入門

見やすく！
わかりやすく！

伝わる！
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プレゼンテーションとは，なんのためにするのでしょうか？
それは「伝えたいことを，伝えたい相手に，ちゃんと伝えるため」であると言えます。

そのためには，わかりやすく伝わりやすいポスターを作成する必要があります。
「わかりやすい」とは，ポスターにおいてはどういう状態でしょうか？­­

○　情報が整理されている
　あれもこれも伝えたい気持ちはあっても，
　ごちゃごちゃ書かれていては，見る人は読みづらいしわかりにくいです。
　本当に伝えたいことをシンプルに伝える必要があります。

○　情報のポイントが目立つ
　「もっとも伝えたいこと」について，わかりやすいことが重要です。

○　情報の流れがわかりやすい
　ポスターは一枚の中にはじまりから終わりまでのストーリーが完結している必要がありますが
　どこから読み始めて，次はどこを見たらいいのかわからないようではいけません。
　流れがわかりやすいことは重要です。

こうした「伝えたい情報をわかりやすく伝える」ための手法を「情報デザイン」と言います。
「情報デザイン」を意識したポスター作りができるようになりましょう。

なお，配置，配色，グラフなどについては，
「情報デザインを意識したスライド作成入門」の方に
記載していますので，
そちらを参照してください。

はじめに
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ポスターは１枚の中で，序論→本論→結論のようにストーリーが完結している必要があります。
そのため情報量が多くなってしまいまうので，見るべき流れがわかりやすくなっていることが重要
です。
人間の視線の動きで自然なのは「上から下」「左から右」です。
ポスターのレイアウトは，不自然な流れにならないようにする必要があります。

１．流れのわかりやすいレイアウト

左のポスターは，見る順番がよくわかりません。
真ん中のポスターは，上から順に見ていくことが推測できます。
右のポスターでは，矢印が描いてあるため，最初左上から見て，次に右隣，
次は左下に降りて，またその右隣，と見ていくことがわかります。

1

3

5

2

4

6

このポスターでは，ストーリーの順を番号で示していて，
見る順番が非常にわかりやすくなっています。

見る人が，流れを一瞬で把握できるような
レイアウトにするようにしましょう。
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２．読みやすいテキスト

左の例では，上から下まで視線を動かして，また上に戻すので，視線を外す距離が長くなります。
右の例では，左から右に動かした後，一段ずつ下りていくので，視線を外す距離は短くなります。
これが横長のポスターの場合には，視線を外す距離の長短は逆になります。
なるべく視線を大きく動かさないほうが，見やすいレイアウトになります。
その時の形式に応じて，良い方を選びましょう。

以上のように，流れがわかりやすいレイアウトを心がけることが大事です。

1

3

5

2

4

6

1

52

4

63

ポスターで使うフォントは，
「ゴシック体」が良いでしょう。

明朝体は，手元で長文を読むのには適していますが，
文字に太いところや細いところがあるので，
距離があるところの文字を読むのには，
あまり適していません。

ポスターはある程度近づけるものの，
やはり若干の距離はあるので，
ゴシック体の方が適しています。

■　フォント

ポスター作成入門

ポスター作成入門
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■　１行は読みやすい長さにする

ポスターは接近して読むことも可能ですが，
それでも最短で 1mは離れていると考えたほうが
よいでしょう。

一行の文字数が多いと，
遠目から読みづらくなります。

一行の文字数を減らして，
段組みすると見やすくなります。
この例では，文章も箇条書きにして，
ひとつの文章の量をわかりやすくしています。

さらに情報を分けて，
一度に読む量をわかりやすく示すとよいでしょ
う。
小見出しも，上の例よりわかりやすくなっていま
す。

この例では，箇条書きの項目間にも，
一行分のスペースを空けています。
こうすることで，
さらにひと目で読むべき量を判別することができ
ます。

４．資料のデザイン
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■　ジャンプ率

「ジャンプ率」は，「本文の文字サイズに対する見出しの文字サイズの比率」のことを言います。
　・ジャンプ率が高い
　　躍動的，目を惹きつけやすい
　・ジャンプ率が低い
　　落ち着いた感じ，じっくり読んで欲しい時　　に向いている

左のものは，ジャンプ率低めで
　本文 14pt，小見出し 18pt，見出し 24pt
　よって比率は，１：1.28：1.71
右のものは，ジャンプ率高めで
　本文 14pt，小見出し 24pt，見出し 38pt
　よって比率は，1：1.71：2.71
印象がだいぶ違うのはわかると思います。

遠目の人からでも目につくように，
ある程度ジャンプ率は高い方が良いでしょう。

プレゼンの資料
　（１）スライド
　・スクリーンに資料を投影
　・多人数を対象
　・視聴者との距離に配慮する必要がある
　・スライド 1枚に伝えたい情報は１つ

プレゼンの資料
　（１）スライド
　・スクリーンに資料を投影
　・多人数を対象
　・視聴者との距離に配慮する必要がある
　・スライド 1枚に伝えたい情報は１つ

 ジャンプ率低め　１：1.28：1.71  ジャンプ率高め　１：1.71：2.71

ポスターに使うフォントサイズは，紙のサイズにもよりますが，
上記よりはもう少し大きいフォントを使います。

特にポスターのタイトルは，本文の 4倍以上あってもかまいません。
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ポスターは一枚の大きな紙に，たくさんの情報を載せるため，
ある程度情報を分割して，一度に取り入れるべき情報がどれくらいなのかを，
ひと目で判別つくようにし，見ている人がわかりやすくする必要があります。
グループ化というのは，関連ある情報は近づけて，関連のない情報は遠ざける手法です。

囲み枠は「塗り」と「枠線」の両方は使わないようにしましょう。
強調しすぎてくどい感じになり，シンプルに情報が伝えられなくなります。

３．囲み枠をうまく使う

■　情報はグループ化する

左の悪い例では，説明文と写真の関係性がわかりづらくなっています。
右の例では , すきまを作って，関連ない情報を遠ざけ，
囲み枠を使うことによって，関連ある情報を近づけることにより情報が整理されています。

■　線と塗りはどちらかひとつ

矢印を，囲み枠と違いすぎる色や，目立つ色にしてしまうと，
伝えたい情報よりも矢印の方ばかり目立ってしまいます。

なるべく囲み枠と近い色を選んだり，
シンプルな矢印にすると良いでしょう。

■　矢印は目立たせる必要なし

A

A

A

B

B

B

今まで一度も話したことのない事柄を，いき
なりうまく話せるわけがない。
プレゼンも練習をしっかりと行っておけば，
心の余裕も生まれ，本番で落ち着いて話すこ
とができる。

今まで一度も話したことのない事柄を，いき
なりうまく話せるわけがない。
プレゼンも練習をしっかりと行っておけば，
心の余裕も生まれ，本番で落ち着いて話すこ
とができる。
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■　全体のレイアウトでも囲み枠をうまく使う

左の例は，配布資料のように，読ませるレイアウトになっています。
間に入っている表も，上の説明文のものなのか，下の説明文のものなのか，ひと目ではわかりません。
右の例では囲み枠をうまく使うことで，情報が整理され，
一度に見る量が判別でき，見やすくなっています。
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レイアウトするときは，
このようにガイド線を引くなどして，
グリッドを作り，
そこに各セクションをあてはめるようにすると，
整列され，見やすくなります。
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４．目を惹く要素を取り入れる

ポスター発表の形式にもよりますが，だいたい学会等の場合は，
自分以外にも数多くのポスターが同じ会場に貼られていて，
来ている人は興味の惹かれたポスターの前で立ち止まり，
ポスターを眺めたり，発表者の話を聴いたりします。
逆に言えば，通りすがりの人の足を止めてもらうような何かが無いと，
せっかく発表に来たのに話を聴いてもらえなくなります。

通りすがりの人に足を止めてもらうためには，次のようなことが必要になります。
　（１）タイトルが大きく目立つ
	 タイトルは，フォントサイズを大きくし，配色もコントラストをつけるなど
	 目立つようにしましょう。　
　（２）タイトルはわかりやすく　
	 タイトルをパッと見て，どんな内容なのかを伝わるようにしましょう。
	 よくわからないタイトルだと，内容を見てもらえない可能性があります。　
　（３）キービジュアルを置く
　	 通りすがりの人の目を惹くように，図などを大きく配置しておくと良いでしょう。
	 ただグラフを大きくするより，内容の主たる部分を表している図や画像などが良いです。

・・・・
・・・・
・・・・

・・・・

・・・・・・・

・・・・
・・・・
・・・・

ポスター発表の際は，人だかりができていて，
下のほうが見えないことがよくあります。
上の方に惹きつける情報を掲示している必要があります。

まず，見えるのはこの部分

１．背景と目的

2

3

１．背景と目的

• ���������

• ������������
������
������
�������

• �������0�������1
���������
���������0��������1
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３．まとめ
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２．分析

左の例は，タイトルも小さく，また研究の目的などが，一見してわかりづらいです。
右の例では，教材の変化を図で示すことによって，パッと目につきやすく，
「文章の教材が絵を使ったものになっている」という変化がわかるようになっています。

背景色や囲み枠を使って，セクションがわかりやすくなっています。
タイトルのフォントサイズも大きく表示しています。
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５．ポスター発表のときは

ポスター発表の場合は，状況によって話す対象人数が異なります。
多人数におこなう場合は，ストーリーに沿って説明します。
ポスターのどの箇所を説明しているのかわかりやすいように，
該当箇所を指で示しながら説明するとよいでしょう。
１人か２人くらいに説明する場合は，質問にも随時答えるようなかたちで，
対話形式でおこなうとよいでしょう。

■　説明のしかたは臨機応変に

■　適宜，配布資料を用意しておく
ポスター１枚に書ききれる量には制限がありますので，
よりデータを詳しく見せたい等の場合には，
紙の配布資料を用意しておくとよいでしょう。
学会などの場合は，予稿を印刷しておくのも１つの方法です。
説明を聞いてくださる方々に紙の資料を渡して，
「詳しくはここに書いています」「元のデータはこちらになります」等，
補足的に利用するとよいでしょう。

まとめ

「伝えたいことを，伝えたい相手に，ちゃんと伝える」ことを意識して，
ポスター作成に臨めるようになったでしょうか？

見やすいポスターであることが，
「伝えたい情報をわかりやすく伝える」ことに繋がります。

・・・・
・・・・
・・・・

・・・・

・・・・・・・

・・・・
・・・・
・・・・
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